
別紙１

３．重要な会計方針の変更

計算書類に対する注記（法人全体用）

１．継続事業の前提に関する注記

該当なし

２．重要な会計方針

（１）固定資産の減価償却の方法

　　・建物並び器具及び備品－定額法

（２）引当金の計上基準

　　・退職給付引当金－茨城県社会福祉協議会の実施する退職共済制度のかけ金額を退職給付資産としてこれと

　　　同額の退職給付引当金を計上した。

　　・賞与引当金　　－賞与引当金は給与規定に基づき支給対象月基準により計上した。

（３）社会福祉事業における拠点区分別内訳表（第一号第三様式、第二号第三様式、第三号第三様式）

該当なし

４．法人で採用する退職給付制度

・社会福祉施設職員等退職手当共済制度

　独立行政福祉医療機構の実施する社会福祉施設等退職手当共済制度に加入している。

・民間退職共済制度

　茨城県社会福祉協議会の実施する退職共済制度に加入している。

５．法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分

当法人の作成する計算書類は、以下のとおりになっている。

（１）法人全体の計算書類（第一号第一様式、第二号第一様式、第三号第一様式）

（２）事業区分別内訳表（第一号第二様式、第二号第二様式、第三号第二様式）

　　　・社会福祉事業のみのため作成していない。

（４）公益事業における拠点区分別内訳表（第一号第三様式、第二号第三様式、第三号第三様式）

　　　・公益事業に実施していないため作成していない。

（５）収益事業における拠点区分別内訳表（第一号第三様式、第二号第三様式、第三号第三様式）

　　　・収益事業を実施していないため作成していない。

（６）各拠点区分におけるサービス区分の内容

      ・はーとふるビレッジ拠点区分

        「施設入所」　「短期入所」　「生活介護」　「就労継続支援B型」　「就労移行支援」

　　　　「日中一時支援」　「グループホーム」　「相談支援」　「就労定着支援」

　　　・大雅荘拠点区分

　　　　「法人本部」「施設入所支援」「短期入所」「生活介護」「日中一時支援」「相談支援」

６．基本財産の増減の内容及び金額



前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

7,668,500 0 0 7,668,500

524,469,979 0 48,343,477 476,126,502

1,000,000 0 0 1,000,000

533,138,479 0 48,343,477 484,795,002

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

1,394,581,719 918,455,217 476,126,502

1,394,581,719 918,455,217 476,126,502

16,497,996 12,822,189 3,675,807

119,490,904 77,373,391 42,117,513

52,637,621 45,583,647 7,053,974

97,421,640 84,353,065 13,068,575

7,284,240 0 7,284,240

293,332,401 220,132,292 73,200,109

1,687,914,120 1,138,587,509 549,326,611

債権額
徴収不能引当金の当期

末残高
債権の当期末残高

114,220,372 0 114,220,372

353,775 0 353,775

1,042,000 0 1,042,000

115,616,147 0 115,616,147

基本財産の増減の内容及び金額は、以下のとおりである。

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

（単位：円）

基本財産の種類

土地

建物

定期預金

合　　計

７．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

はーとふるビレッジ拠点における冷蔵庫等の廃棄に伴う取崩　5円

８．担保に供している資産

該当なし

９．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

小　　計

（単位：円）

基本財産

建物

小　　計

その他の固定資産

建物

構築物

車輌運搬具

器具及び備品

その他の固定資産

１２．関連当事者との取引の内容

合　　計

１０．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は、以下のとおりである。

（単位：円）

事業未収金

未収金

未収補助金

合　　計

１１．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

該当なし

該当なし



１５．合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け

該当なし

１６．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかにするために必要な事項

大雅荘新築工事中止のため、建設仮勘定の除却損を40,536,450円計上している。

１３．重要な偶発債務

該当なし

１４．重要な後発事象

該当なし



別紙２

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

323,440,381 0 26,114,976 297,325,405

323,440,381 0 26,114,976 297,325,405

（２）引当金の計上基準

計算書類に対する注記（はーとふる・ビレッジ拠点区分用）

１．重要な会計方針

（１）固定資産の減価償却の方法

　　・建物並び器具及び備品－定額法

　当拠点区分において、作成する計算書類は、以下のとおりになっている。

　　・退職給付引当金－茨城県社会福祉協議会の実施する退職共済制度のかけ金額を退職給付資産としてこれと

　　　同額の退職給付引当金を計上した。

　　・賞与引当金　　－賞与引当金は給与規定に基づき支給対象月基準により計上した。

２．重要な会計方針の変更

該当なし

３．採用する退職給付制度

・社会福祉施設職員等退職手当共済制度

　独立行政福祉医療機構の実施する社会福祉施設等退職手当共済制度に加入している。

・民間退職共済制度

　茨城県社会福祉協議会の実施する退職共済制度に加入している。

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分

合　　計

（１）はーとふるビレッジ拠点計算書類（第一号第四様式、第二号第四様式、第三号第四様式）

（２）拠点区分資金収支明細書（会計基準別紙３(⑩)）

（３）拠点区分事業活動明細書（会計基準別紙３(⑪)）

・はーとふるビレッジ拠点区分

        「施設入所」　「短期入所」　「生活介護」　「就労継続支援B型」　「就労移行支援」

　　　　「日中一時支援」　「グループホーム」　「相談支援」　「就労定着支援」

５．基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は、以下のとおりである。

（単位：円）

基本財産の種類

建物

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

冷蔵庫等の廃棄に伴う取崩　5円

７．担保に供している資産

該当なし



取得価額 減価償却累計額 当期末残高

705,056,051 407,730,646 297,325,405

705,056,051 407,730,646 297,325,405

5,686,096 4,120,040 1,566,056

66,528,300 31,677,813 34,850,487

32,016,801 25,993,221 6,023,580

26,356,940 20,394,063 5,962,877

3,519,200 0 3,519,200

134,107,337 82,185,137 51,922,200

839,163,388 489,915,783 349,247,605

債権額
徴収不能引当金の当期

末残高
債権の当期末残高

48,308,386 0 48,308,386

188,650 0 188,650

48,497,036 0 48,497,036

その他の固定資産

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

（単位：円）

基本財産

建物

小　　計

事業未収金

建物

構築物

車輌運搬具

器具及び備品

その他の固定資産

小　　計

合　　計

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は、以下のとおりである。

（単位：円）

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかにするために必要な事項

該当なし

未収金

合　　計

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

該当なし

１１．重要な後発事象

該当なし



別紙２

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

7,668,500 0 0 7,668,500

201,029,598 0 22,228,501 178,801,097

1,000,000 0 0 1,000,000

209,698,098 0 22,228,501 187,469,597

（２）引当金の計上基準

計算書類に対する注記（大雅荘拠点区分用）

１．重要な会計方針

（１）固定資産の減価償却の方法

　　・建物並び器具及び備品－定額法

　当拠点区分において、作成する計算書類は、以下のとおりになっている。

　　・退職給付引当金－茨城県社会福祉協議会の実施する退職共済制度のかけ金額を退職給付資産としてこれと

　　　同額の退職給付引当金を計上した。

　　・賞与引当金　　－賞与引当金は給与規定に基づき支給対象月基準により計上した。

２．重要な会計方針の変更

該当なし

３．採用する退職給付制度

・社会福祉施設職員等退職手当共済制度

　独立行政福祉医療機構の実施する社会福祉施設等退職手当共済制度に加入している。

・民間退職共済制度

　茨城県社会福祉協議会の実施する退職共済制度に加入している。

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分

定期預金

（１）大雅荘拠点計算書類（第一号第四様式、第二号第四様式、第三号第四様式）

（２）拠点区分資金収支明細書（会計基準別紙３(⑩)）

（３）拠点区分事業活動明細書（会計基準別紙３(⑪)）

　　・大雅荘拠点区分

　　　「法人本部」「施設入所支援」「短期入所」「生活介護」「日中一時支援」「相談支援」

５．基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は、以下のとおりである。

（単位：円）

基本財産の種類

土地

建物

合　　計

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

該当なし

７．担保に供している資産



取得価額 減価償却累計額 当期末残高

689,525,668 510,724,571 178,801,097

689,525,668 510,724,571 178,801,097

10,811,900 8,702,149 2,109,751

52,962,604 45,695,578 7,267,026

20,620,820 19,590,426 1,030,394

71,064,700 63,959,002 7,105,698

3,765,040 0 3,765,040

159,225,064 137,947,155 21,277,909

848,750,732 648,671,726 200,079,006

債権額
徴収不能引当金の当期

末残高
債権の当期末残高

65,911,986 0 65,911,986

165,125 0 165,125

1,042,000 0 1,042,000

67,119,111 0 67,119,111

小　　計

該当なし

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

（単位：円）

基本財産

建物

その他の固定資産

建物

構築物

車輌運搬具

器具及び備品

その他の固定資産

小　　計

合　　計

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は、以下のとおりである。

（単位：円）

１１．重要な後発事象

該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかにするために必要な事項

大雅荘新築工事中止のため、建設仮勘定の除却損を40,536,450円計上している。

事業未収金

未収金

未収補助金

合　　計

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

該当なし


